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　デニスが亡くなって間もなく3年になる．
　7才の時母国の国立病院で小腸切除を5回受け残存小腸は1cmとなり毎晩経静脈栄養で生命を維
持していた．
　彼は，敗血症等の治療のため何度か来日したが，平成6年2月私共の知人の女性が彼を検査の為
杏林大学病院に入院させた直後，理由を言わずに彼から去っていき，私が思いもかけず彼の世話を
することになった．
　当初の2か月間，彼の医療費を全額私個人で負担した後，やっと1年毎更新の長期滞在許可と国
保加入が認められたが，1年後には結局彼を私の自宅に引き取らざるを得なかった．私は，彼を市立
の小学校3年に入学させ，放課後の学童保育所，少年野球やサッカーチームにも入れ，自転車も買
い与え自分の子供同様に育てた．日本語は達者で幼少の頃から他人の中で生き抜いてきた彼は自己
主張が強く，学校の選挙では必ず立候補し，気に入らない子を叩くいじめるの悪ガキで，私が親に
謝る事も何度かあった．食物の味付けは自分でしなければ気がすまなかったが，一定量以上は消化
吸収が出来ないので毎晩1，600ccの静脈栄養接続と夜中に排尿させるのが私の日課でもあった．
　私は，小腸移植について国内外の機関とも協議したが費用を含めて全く不可能であった．私共夫
婦と彼との生活が続くうちペルーの日本大使館占拠事件が起きた．連日リマ市内の映像が写され彼
は望郷の念を抑えることが出来なくなり，私も結局ペルー大使と協議し本人を本国政府に引き取ら
せることにした．
　平成9年4月置彼は家内，私の秘書，小児外科医，通訳（杏林大学教授），1週間分の経腸栄養液，
カテーテル類に加え山程の遊び道具と共にリマ空港に降り立った．空港では，「日本に連れ戻してく
れ．」と家内に親族が談判する中，彼は彼で母国語スペイン語を全く忘れているのに衝撃を受けなが
ら前記の国立病院に引き取られた．その後1度だけ「私の家に帰りたい」と国際電話で泣きながら
訴えた彼：の声が今も私の耳に残る．彼はその年の夏に亡くなった．
　恵まれない人のために一時的に援助を行うことは簡単であるが，労力，経済力の負担に堪えて継
続するとなると3年余とは言え実際は難しく辛いことであった．
　近々私は，現地の大学との交流協定調印に行く折に，家内と共に彼の墓を訪れ生前薄幸であった
彼の冥福を祈りたいと思っている．
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